
 

様式第１号 

  2023年６月 30日 

 

富山県知事 新田八朗 殿 

 

〔設置者の名称〕     学校法人 浦山学園 

 

〔代表者の役職〕 理事長 〔代表者の氏名〕 浦山哲郎   

 

 

大学等における修学の支援に関する法律第７条第１項の確認に係る申請書 

 

○申請者に関する情報 

大学等の名称 富山情報ビジネス専門学校 

大学等の種類 

（いずれかに○を付す

こと） 

（大学・短期大学・高等専門学校・専門学校） 

大学等の所在地 富山県射水市三ヶ５７６ 

学長又は校長の氏名 校長 能登一秀 

設置者の名称 学校法人 浦山学園 

設置者の主たる事務所

の所在地 

富山県射水市三ヶ６１３ 

設置者の代表者の氏名 理事長 浦山哲郎 

申請書を公表する予定

のホームページアドレ

ス 

https://www.bit.urayama.ac.jp/bitbox#information 

 
※ 以下のいずれかの□にレ点（☑）を付けて下さい。 
 
□ 確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第１項に基づき確

認申請書を提出します。 
 
☑ 更新確認申請書の提出 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第３項に基づき更

新確認申請書を提出します。 
 
※ 以下の事項を必ず確認の上、すべての□にレ点（☑）を付けて下さい。    
☑ この申請書（添付書類を含む。）の記載内容は、事実に相違ありません。 
 
☑ 確認を受けた大学等は、大学等における修学の支援に関する法律（以下「大

学等修学支援法」という。）に基づき、基準を満たす学生等を減免対象者と

して認定し、その授業料及び入学金を減免する義務があることを承知して

います。 
 



  

☑ 大学等が確認を取り消されたり、確認を辞退した場合も、減免対象者が卒業

するまでの間、その授業料等を減免する義務があることを承知しています。 
 
☑ この申請書に虚偽の記載をするなど、不正な行為をした場合には、確認を取

り消されたり、交付された減免費用の返還を命じられる場合があるととも

に、減免対象者が卒業するまでの間、自らが費用を負担して、その授業料等

を減免する義務があることを承知しています。 
 
☑ 申請する大学等及びその設置者は、大学等修学支援法第７条第２項第３号

及び第４号に該当します。 

 

○各様式の担当者名と連絡先一覧 

様式番号 所属部署・担当者名 電話番号 電子メールアドレス 

第１号 学事部・荒山浩美 0766-55-1420 h-arayama@urayama.ac.jp 

第２号の１ 学事部・荒山浩美 0766-55-1420 h-arayama@urayama.ac.jp 

第２号の２ 学事部・荒山浩美 0766-55-1420 h-arayama@urayama.ac.jp 

第２号の３ 学事部・荒山浩美 0766-55-1420 h-arayama@urayama.ac.jp 

第２号の４ 学事部・荒山浩美 0766-55-1420 h-arayama@urayama.ac.jp 

 

○添付書類 
 
※ 以下の事項を必ず確認し、必要な書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これ

らの書類を添付してください。（設置者の法人類型ごとに添付する資料が異

なることに注意してください。） 
 
「⑴ 実務経験のある教員等による授業科目の配置」関係 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表《省令で定める単位数等の基

準数相当分》 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定め

る単位数等の基準数相当分》 
 
「⑵ -①学外者である理事の複数配置」関係 
 
☑ 《一部の設置者のみ》大学等の設置者の理事（役員）名簿 
 
「⑶ -②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置」関係  
□ 《一部の設置者のみ》大学等の教育について外部人材の意見を反映すること

ができる組織に関する規程とその構成員の名簿 
 
「⑷ 厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表」関係 
 
☑ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》【再掲】 
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その他 
 
☑ 《私立学校のみ》経営要件を満たすことを示す資料 
 
☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧 



 

（添付書類）経営要件を満たすことを示す資料 

学校コード H116321180015 学校名 富山情報ビジネス専門学校 

設置者名 学校法人 浦山学園 

 

 

Ⅰ 直前３年度の決算の事業活動収支計算書における「経常収支差額」の状況 

 経常収入(A) 経常支出(B) 差額(A)-(B) 

申請前年度の決算 1,093,117,564円 1,048,835,841円 44,281,723円 

申請２年度前の決算 991,065,806円 966,909,091円 24,156,715円 

申請３年度前の決算 1,003,046,060円 971,145,576円 31,900,484円 

 

 

Ⅱ 直前の決算の貸借対照表における「運用資産－外部負債」の状況 

 運用資産(C) 外部負債(D) 差額(C)-(D) 

申請前年度の決算 1,081,980,401円 347,196,915円 734,783,486 円 

 

 

Ⅲ 申請校の直近３年度の収容定員充足率の状況 

 収容定員(E) 在学生等の数(F) 収容定員充足率(F)/(E) 

今年度（申請年度） 430人 439人 102％ 

前年度 445人 439人 99％ 

前々年度 420人 349人 83％ 

 

 

（Ⅱの補足資料）「運用資産」又は「外部負債」として計上した勘定科目一覧 

 
 

○「運用資産」に計上した勘定科目 

勘定科目の 

名称 
資産の内容 

申請前年度の決算に

おける金額 

預貯金・現金  1,080,980,398円 

有価証券  1,000,003円 

   

 

○「外部負債」に計上した勘定科目 

勘定科目の 

名称 
負債の内容 

申請前年度の決算に

おける金額 

長期借入金  262,500,000円 

短期借入金  45,000,000円 

未払金  39,696,915円 

 

 

備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 



  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 富山情報ビジネス専門学校 
設置者名 学校法人 浦山学園 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

工業 

情報システム 
夜 ・

通信 
５７０時間 １６０時間  

建築・デザイン 
夜 ・

通信 
６６０時間 １６０時間  

商業実務 

Webクリエイター 
夜 ・

通信 
３６０時間 １６０時間  

ホテル・ブライダ

ル 

夜 ・

通信 
４５０時間 １６０時間  

医療事務 
夜 ・

通信 
１８０時間 １６０時間  

診療情報管理士

研究 

夜 ・

通信 
９０時間 ８０時間  

インターナショ

ナルビジネス 

夜 ・

通信 
３３０時間 １６０時間  

情報ビジネス 
夜 ・

通信 
６００時間 １６０時間  

文化・教養 公務員 
夜 ・

通信 
５４０時間 ８０時間 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.bit.urayama.ac.jp/bitbox#information 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名  該当なし 

（困難である理由） 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学 校 名 富山情報ビジネス専門学校 

設置者名 学校法人 浦山学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.urayama.ac.jp/report/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 
常勤・非常勤の

別 
前職又は現職 任期 

担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
（株）文苑堂書店 

代表取締役会長 

2023.4.1 ～

2025.3.31 

学校経営・運営に対

する評価・意見 

非常勤 
元富山県立高等学校 

校長 

2023.4.1 ～

2025.3.31 

学校経営・運営に対

する評価・意見 

非常勤 
(株)ジェック経営コンサ

ルタント代表取締役社長 

2023.4.1 ～

2025.3.31 

学校経営・運営に対

する評価・意見 

非常勤 
EQWEL チャイルドアカデ

ミー講師 

2023.4.1 ～

2025.3.31 

学校経営・運営に対

する評価・意見 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 富山情報ビジネス専門学校 

設置者名 学校法人 浦山学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・授業計画（シラバス）は１２月頃に次年度のシラバス掲載内容について 

校内（教務部）で検討している。 

・２～３月頃、教務部で次年度のシラバス記載内容をチェックしている。 

・３月頃に学科毎にＨＰにて公開している。 

・シラバスには下記項目を記載している。 

 授業方法（講義・演習など）、授業科目の概要、授業計画、 

 学習目標、成績評価の方法・基準、事前事後学習（予習・復習等） など 

授業計画書の公表方法 
https://www.bit.urayama.ac.jp/bitbox# 

information 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

・授業計画（シラバス）では各科目で学修成果の評価基準を明記し、学生

はあらかじめその基準を把握することができる。 

・評価基準は、日々の授業における取り組みを評価することとし、シラバ

スに記載している。「課題」・「授業姿勢」・「テストその他」の 3つの評価

基準であり、授業方法などにより項目や割合は異なるが、学修意欲や学

修成果を適切に把握することができる。 

・シラバスに記載された成績評価の方法・基準のとおり、学修成果の評価

を行い、これに基づき単位の授与又は履修の認定を行っている。 

・成績基準（A～Ｆ）については、ハンドブックの「履修しおり ８．成績

の評価」に掲載し、学生へ配布している。 

https://www.bit.urayama.ac.jp/bitbox


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

・成績評価に基づく GPAの算出方法について 

シラバスの評価基準に基づきすべての科目の成績を A～Fのいずれかによって決定。 

また下記の算出方法により当期 GPAおよび累積(通算)GPAを算出。 

① 本校 GPA の成績評価（A～F）とグレードポイント（4.0～0.0） 

成績評価 グレードポイント 評価内容 

A 4.0 100 点中 90 点以上 特に優れた成績を示した 

B 3.0 89 点～80 点 優れた成績を示した 

C 2.0 79 点～70 点 合格と認められる成績を示した 

D 1.0 69 点～60 点 単位を認定する最低限度の成績を示した 

F 0.0 59 点以下 単位認定を認められるに足る成績を示さなかった 

② GPA（1単位当たりの平均成績）算出方法 

 
・GPA の算出方法はハンドブックを通してオリエンテーションなどで説明することで

学生に周知されている。またハンドブックをＨＰで公開し広く一般に示している。 

・学生の成績は科目毎のシラバスに記載された成績評価の方法・基準に基づき評価さ

れ、学生にあらかじめ設定した客観的な算出方法・基準に基づき判定されている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

Bitハンドブック P25～27に掲載 

https://www.bit.urayama.ac.jp/data/4_parents/

2_handbook_2023.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

所属学科のディプロマ・ポリシーに基づいた評価基準のもと成績評価を行い、卒業

基準に従って判定を行っている。 

卒業するためには、次に挙げる用件をすべて満たしていることが必要である。 

① 必要単位数（卒業基準単位）の取得、②必修科目単位を全て取得、 

③GPA（2.0）以上の取得、④学費等の全額納入 

学科名 卒業に必要な時間数 
情報システム学科 1710 時間以上 
建築・デザイン学科 1700 時間以上 
Webクリエイター学科 1700 時間以上 
ホテル・ブライダル学科 1710 時間以上 
医療事務学科 1710 時間以上 
診療情報管理士研究科 840 時間以上 
インターナショナルビジネス学科 1725 時間以上 
情報ビジネス学科 1710 時間以上 
公務員学科 1080 時間以上 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

Bitハンドブック P9～10に掲載 

https://www.bit.urayama.ac.jp/data/4_parents/

2_handbook_2023.pdf 
 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 富山情報ビジネス専門学校 

設置者名 学校法人 浦山学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.urayama.ac.jp/report/ 
収支計算書又は損益計算書 https://www.urayama.ac.jp/report/ 
財産目録 https://www.urayama.ac.jp/report/ 
事業報告書 https://www.urayama.ac.jp/report/ 
監事による監査報告（書） https://www.urayama.ac.jp/report/ 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 情報システム学科 ○ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 
総授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 
 

1710 時間以上 

270 

(18単位) 
単位時間 

/単位 

3810 

(127単位) 
単位時間 

/単位 

90 

(2単位) 
単位時間 

/単位 

0 
単位時間 

/単位 

0 

単位時間 

/単位 

   4170（147単位）単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 158人 0人 6人 10 人 16人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

学期制度：前期：4月 1日～8月 31日、後期：9月 1日～3月 31日,  
授業：１校時 90分 
所属する学科ごとに授業科目、単位数、履修年次を体系的に編成したカリキュラムにそっ
て学習を進め、試験に合格して単位を修得する単位制であり、すべての科目について所定
の単位数がさだめられており、授業に出席し、所定の基準に従って採点され合格点を与え
られた場合単位が与えられる 

成績評価の基準・方法 

 基準：A(90 点以上）、B（80 点以上）、C（70 点以上）、D（60 点以上）、F（60 点未
満）の 5段階で評価し、Fを不認定とする。 
 方法：評価は、前期および後期それぞれの期末に行う。授業時間の 8割以上の出席で評
価対象となる。シラバス記載の課題・授業態度・テストその他の要素を一定割合の評価点
として算出し、合計する 

卒業・進級の認定基準 



  

卒業条件：GPA（評定平均値）2.0ポイント以上 
授業時数：1710時間以上、必修単位を取得していること 

進級条件：800時間以上 

学修支援等 

クラス担任制としており、定期的な生活指導を行っている 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

その他 
（自営業を含む。） 

57人  0人  57人  0人 

（100％） （ 0％）  （100％） （ 0％） 

（主な就職、業界等） 
IT系企業・情報処理産業 

（就職指導内容） 
・企業展示見学 ・リクルートセミナー参加 ・カウンセリング実施 
・履歴書指導、面接指導・求人紹介 
（主な学修成果（資格・検定等）） 

基本情報技術者試験 

（備考）（任意記載事項） 
 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 

160人 
 

   7人 
 

4.4％ 

（中途退学の主な理由） 
進路変更、体調不良 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

定期的な個別カウンセリング 

 

 

 

 

 



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 工業専門課程 建築・デザイン学科 ○ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 
総授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 
 

1700 時間以上 

1200 

(80単位) 
単位時間 

/単位 

2190 

(73単位) 
単位時間 

/単位 

90 

(2単位) 
単位時間 

/単位 

0 
単位時間 

/単位 

0 

単位時間 

/単位 

   3480（155単位）単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 41人 1人 2人 7 人 9人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

学期制度：前期：4月 1日～8月 31日、後期：9月 1日～3月 31日,  
授業：１校時 90分 
所属する学科ごとに授業科目、単位数、履修年次を体系的に編成したカリキュラムにそっ
て学習を進め、試験に合格して単位を修得する単位制であり、すべての科目について所定
の単位数がさだめられており、授業に出席し、所定の基準に従って採点され合格点を与え
られた場合単位が与えられる 

成績評価の基準・方法 

 基準：A(90 点以上）、B（80 点以上）、C（70 点以上）、D（60 点以上）、F（60 点未
満）の 5段階で評価し、Fを不認定とする。 
 方法：評価は、前期および後期それぞれの期末に行う。授業時間の 8割以上の出席で評
価対象となる。シラバス記載の課題・授業態度・テストその他の要素を一定割合の評価点
として算出し、合計する 

卒業・進級の認定基準 

卒業条件：GPA（評定平均値）2.0ポイント以上 
授業時数：1700時間以上、必修単位を取得していること 

進級条件：800時間以上 

学修支援等 

クラス担任制としており、定期的な生活指導を行っている 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

その他 
（自営業を含む。） 

－人  －人  －人  －人 

（－％） （ －％）  （－％） （ －％） 



  

（主な就職、業界等） 
 

（就職指導内容） 
・カウンセリング実施  ・校内企業説明会 
・履歴書指導、面接指導・求人紹介個別に対応 
（主な学修成果（資格・検定等）） 

・１級建築士受験資格  ・建築施工管理技士 

・インテリアコーディネーター 

（備考）（任意記載事項） 
 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 

23人 
 

   0人 
 

0％ 

（中途退学の主な理由） 
 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
定期的なカウンセリング、面談の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 
Web クリエイター学科 ○ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 
総授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 
 

1700 時間以上 

240 

(16単位) 
単位時間 

/単位 

1500 
(50単位) 
単位時間 

/単位 

45 

(1単位) 
単位時間 

/単位 

0 
単位時間 

/単位 

0 
単位時間 

/単位 

   1785(67単位)単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

35人 36人 0人 2人 7 人 9人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

学期制度：前期：4 月 1 日～8 月 31 日、後期：9 月 1 日～3 月 31 日,  
授業：１校時 90 分 

所属する学科ごとに授業科目、単位数、履修年次を体系的に編成したカリキュラムに

そって学習を進め、試験に合格して単位を修得する単位制であり、すべての科目につ

いて所定の単位数がさだめられており、授業に出席し、所定の基準に従って採点され

合格点を与えられた場合単位が与えられる 

成績評価の基準・方法 

基準：A(90点以上）、B（80点以上）、C（70点以上）、D（60点以上）、F（60点未満）
の 5段階で評価し、Fを不認定とする。 
方法：評価は、前期および後期それぞれの期末に行う。授業時間の 8割以上の出席で評価
対象となる。シラバス記載の課題・授業態度・テストその他の要素を一定割合の評価点と
して算出し、合計する 

卒業・進級の認定基準 

 卒業条件：GPA（評定平均値）2.0ポイント以上 
      授業時数：1700時間以上、必修単位を取得していること 
 進級条件：800時間以上 

学修支援等 

クラス担任制としており、定期的な生活指導を行っている 

 

 

 

 

 

 



  

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

その他 
（自営業を含む。） 

8人  0人  8人  0人 

（100％） （ 0％） （ 100％） （ 0％） 

（主な就職、業界等） 
デザイン職、動画作成職、事務職 

（就職指導内容） 
・カウンセリング実施 
・履歴書指導、面接指導・求人紹介個別に対応 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
色彩検定、ワープロ検定 

（備考）（任意記載事項） 
 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 

29人 
 

5人 
 

17.2％ 

（中途退学の主な理由） 
進路変更、体調不良 
 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
定期的なカウンセリング、面談の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 

ホテル・ブライダル学

科  
○ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 
総授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 
 

1710 時間以上 

270 

(18単位) 
単位時間 

/単位 

1410 

(47単位) 
単位時間 

/単位 

630 

(14単位) 
単位時間 

/単位 

0 
単位時間 

/単位 

0 
単位時間 

/単位 

   2310(79単位)単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

35人 21人 0人 2人 5 人 ７人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

学期制度：前期：4 月 1 日～8 月 31 日、後期：9 月 1 日～3 月 31 日,  
授業：１校時 90 分 

所属する学科ごとに授業科目、単位数、履修年次を体系的に編成したカリキュラムに

そって学習を進め、試験に合格して単位を修得する単位制であり、すべての科目につ

いて所定の単位数がさだめられており、授業に出席し、所定の基準に従って採点され

合格点を与えられた場合単位が与えられる 

成績評価の基準・方法 

基準：A(90点以上）、B（80点以上）、C（70点以上）、D（60点以上）、F（60点未満）
の 5段階で評価し、Fを不認定とする。 
方法：評価は、前期および後期それぞれの期末に行う。授業時間の 8割以上の出席で評価
対象となる。シラバス記載の課題・授業態度・テストその他の要素を一定割合の評価点と
して算出し、合計する 

卒業・進級の認定基準 

 卒業条件：GPA（評定平均値）2.0ポイント以上 
      授業時数：1710 時間以上、必修単位を取得していること 
 進級条件：800時間以上 

学修支援等 

 クラス担任制としており、定期的な生活指導を行っている 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

その他 
（自営業を含む。） 

8人  0人  8人  0人 

（100％） （ 0％） （ 100％） （ 0％） 

（主な就職、業界等） 
結婚式場、ホテル 

（就職指導内容） 
履歴書指導 ・面接指導 ・求人紹介 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
ホテルビジネス実務検定、アシスタントウエディングプランナー検定、ウエディングス
ビューティフルディプロマ、サービス接遇検定、ＴＯＥＩＣ 

（備考）（任意記載事項） 
 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 

21人 
 

2人 
 

9.5％ 

（中途退学の主な理由） 
体調不良、進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

毎月 1 回の面談を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 
医療事務学科 ○ ー 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要 
総授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 1710 時間以上 

180 
(12単位) 
単位時間 

/単位 

960 

(32単位) 
単位時間 

/単位 

810 
(18単位) 
単位時間 

/単位 

0 
単位時間 

/単位 

0 
単位時間 

/単位 

   1950(62単位)単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 68人 0人 2人 10人 12人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

学期制度：前期：4 月 1 日～8 月 31 日、後期：9 月 1 日～3 月 31 日,  
授業：１校時 90 分 

所属する学科ごとに授業科目、単位数、履修年次を体系的に編成したカリキュラムに

そって学習を進め、試験に合格して単位を修得する単位制であり、すべての科目につ

いて所定の単位数がさだめられており、授業に出席し、所定の基準に従って採点され

合格点を与えられた場合単位が与えられる 

成績評価の基準・方法 

基準：A(90点以上）、B（80点以上）、C（70点以上）、D（60点以上）、F（60点未満）
の 5段階で評価し、Fを不認定とする。 
方法：評価は、前期および後期それぞれの期末に行う。授業時間の 8割以上の出席で評価
対象となる。シラバス記載の課題・授業態度・テストその他の要素を一定割合の評価点と
して算出し、合計する 

卒業・進級の認定基準 

 卒業条件：GPA（評定平均値）2.0ポイント以上 
      授業時数：1710 時間以上、必修単位を取得していること 
 進級条件：800時間以上 

学修支援等 

 クラス担任制としており、定期的な生活指導を行っている 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

その他 
（自営業を含む。） 

25人  19人  6人  0人 

（100％） （ 76％） （ 24％） （ 0％） 

（主な就職、業界等） 
医療機関、調剤薬局 

（就職指導内容） 
・履歴書指導 ・面接指導 ・求人紹介 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
医療事務管理士技能認定試験（医科）、医療事務管理士技能認定試験（歯科） 
調剤事務管理士技能認定試験、介護事務技能認定試験、医師事務作業補助者技能認定試
験 

（備考）（任意記載事項） 
 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 

65人 
 

0人 
 

0％ 

（中途退学の主な理由） 
 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

定期的なカウンセリング、面談の実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 
診療情報管理士研究科 ー ー 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 
総授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1年 昼間 840 時間以上 

150 

(10単位) 
単位時間 

/単位 

600 

(20単位) 
単位時間 

/単位 

180 

(4単位) 
単位時間 

/単位 

0 
単位時間 

/単位 

0 
単位時間 

/単位 

   930(34単位)単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20人 19人 0人 1人 7 人 8人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

学期制度：前期：4 月 1 日～8 月 31 日、後期：9 月 1 日～3 月 31 日,  
授業：１校時 90 分 

所属する学科ごとに授業科目、単位数、履修年次を体系的に編成したカリキュラムに

そって学習を進め、試験に合格して単位を修得する単位制であり、すべての科目につ

いて所定の単位数がさだめられており、授業に出席し、所定の基準に従って採点され

合格点を与えられた場合単位が与えられる 

成績評価の基準・方法 

基準：A(90点以上）、B（80点以上）、C（70点以上）、D（60点以上）、F（60点未満）
の 5段階で評価し、Fを不認定とする。 
方法：評価は、前期および後期それぞれの期末に行う。授業時間の 8割以上の出席で評価
対象となる。シラバス記載の課題・授業態度・テストその他の要素を一定割合の評価点と
して算出し、合計する 

卒業・進級の認定基準 

卒業条件：GPA（評定平均値）2.0ポイント以上 
授業時数：840 時間以上、必修単位を取得していること 

学修支援等 

 クラス担任制としており、定期的な生活指導を行っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

その他 
（自営業を含む。） 

21人  0人  21人  0人 

（100％） （ 0％） （ 100％）  （0％） 

（主な就職、業界等） 
医療機関、総合病院 

（就職指導内容） 
・履歴書指導、面接指導 ・求人紹介 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
診療情報管理士認定試験受験資格 

（備考）（任意記載事項） 
 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 

21人 
 

0人 
 

0％ 

（中途退学の主な理由） 
 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
定期的なカウンセリング、面談の実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 

インターナショナルビ

ジネス学科 
○ ー 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 
総授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 1725 時間以上 

420 

(28単位) 
単位時間 

/単位 

1290 

(43 単位) 
単位時間 

/単位 

45 

(1単位) 
単位時間 

/単位 

0 
単位時間 

/単位 

0 
単位時間 

/単位 

   1755(72単位)単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40人 8人 8人 1人 5人 6人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

学期制度：前期：4 月 1 日～8 月 31 日、後期：9 月 1 日～3 月 31 日,  
授業：１校時 90 分 

所属する学科ごとに授業科目、単位数、履修年次を体系的に編成したカリキュラムに

そって学習を進め、試験に合格して単位を修得する単位制であり、すべての科目につ

いて所定の単位数がさだめられており、授業に出席し、所定の基準に従って採点され

合格点を与えられた場合単位が与えられる 

成績評価の基準・方法 

基準：A(90点以上）、B（80点以上）、C（70点以上）、D（60点以上）、F（60点未満）
の 5段階で評価し、Fを不認定とする。 
方法：評価は、前期および後期それぞれの期末に行う。授業時間の 8割以上の出席で評価
対象となる。シラバス記載の課題・授業態度・テストその他の要素を一定割合の評価点と
して算出し、合計する 

卒業・進級の認定基準 

 卒業条件：GPA（評定平均値）2.0ポイント以上 
      授業時数：1725 時間以上、必修単位を取得していること 
 進級条件：800時間以上 

学修支援等 

 クラス担任制としており、定期的な生活指導を行っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

その他 
（自営業を含む。） 

31人  0人  31人  0人 

（100％） （ 0％） （ 100％） （ 0％） 

（主な就職、業界等） 
飲食業、宿泊業、等 

（就職指導内容） 
日本企業（国内）への就職にあたっては、JLPT日本語能力試験における N1ないし N2レ
ベルの到達（試験合格）が望ましく、日本語能力の研鑽を奨励している。同時に、将来、
自分が就職したい分野（会社）の研究をしっかり行い、ミスマッチの起きないような就
職活動の展開にむけて指導している 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
日本語能力試験（JLPT）： N1、N2、N3合格 
TOEIC： 600点以上 

（備考）（任意記載事項） 
 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 

39人 
 

0人 
 

0％ 

（中途退学の主な理由） 
 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

各学生の出席の状況を常に注視し、欠席の目立つような学生に対して、徹底して個別

指導を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務専門

課程 
情報ビジネス学科 ○ － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 
総授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼間 
 

1710 時間以上 

360 

(24単位) 
単位時間 

/単位 

900 

(30単位) 
単位時間 

/単位 

540 

(12単位) 
単位時間 

/単位 

0 
単位時間 

/単位 

0 

単位時間 

/単位 

   1800（66 単位）単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

15人 7人 1人 1人 6 人 7人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

学期制度：前期：4月 1日～8月 31日、後期：9月 1日～3月 31日,  
授業：１校時 90分 
所属する学科ごとに授業科目、単位数、履修年次を体系的に編成したカリキュラムにそっ
て学習を進め、試験に合格して単位を修得する単位制であり、すべての科目について所定
の単位数がさだめられており、授業に出席し、所定の基準に従って採点され合格点を与え
られた場合単位が与えられる 

成績評価の基準・方法 

 基準：A(90 点以上）、B（80 点以上）、C（70 点以上）、D（60 点以上）、F（60 点未
満）の 5段階で評価し、Fを不認定とする。 
 方法：評価は、前期および後期それぞれの期末に行う。授業時間の 8割以上の出席で評
価対象となる。シラバス記載の課題・授業態度・テストその他の要素を一定割合の評価点
として算出し、合計する 

卒業・進級の認定基準 

卒業条件：GPA（評定平均値）2.0ポイント以上 
授業時数：1710 時間以上、必修単位を取得していること 

進級条件：800時間以上 

学修支援等 

クラス担任制としており、定期的な生活指導を行っている 

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

その他 
（自営業を含む。） 

－人  －人  －人  －人 

（－％） （ －％）  （－％） （ －％） 



  

（主な就職、業界等） 
 

（就職指導内容） 
 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 

（備考）（任意記載事項） 
 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 

－人 
 

   －人 
 

－％ 

（中途退学の主な理由） 
 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
定期的なカウンセリング、面談の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 
文化・教養 

専門課程 
公務員学科 ー ー 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 
総授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1年 昼間 1080 時間以上 

660 

(44単位) 
単位時間 

/単位 

810 

(27単位) 
単位時間 

/単位 

0 

(0単位) 
単位時間 

/単位 

0 
単位時間 

/単位 

0 
単位時間 

/単位 

   1470(71単位)単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

10人 4人 0人 1人 2 人 3人 

 
カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

学期制度：前期：4 月 1 日～8 月 31 日、後期：9 月 1 日～3 月 31 日,  
授業：１校時 90 分 

所属する学科ごとに授業科目、単位数、履修年次を体系的に編成したカリキュラムに

そって学習を進め、試験に合格して単位を修得する単位制であり、すべての科目につ

いて所定の単位数がさだめられており、授業に出席し、所定の基準に従って採点され

合格点を与えられた場合単位が与えられる 

成績評価の基準・方法 

基準：A(90点以上）、B（80点以上）、C（70点以上）、D（60点以上）、F（60点未満）
の 5段階で評価し、Fを不認定とする。 
方法：評価は、前期および後期それぞれの期末に行う。授業時間の 8割以上の出席で評価
対象となる。シラバス記載の課題・授業態度・テストその他の要素を一定割合の評価点と
して算出し、合計する 

卒業・進級の認定基準 

卒業条件：GPA（評定平均値）2.0ポイント以上 
授業時数：1080 時間以上、必修単位を取得していること 

学修支援等 

 クラス担任制としており、定期的な生活指導を行っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

その他 
（自営業を含む。） 

3人  0人  3人 

 

 0人 

（100％） （ 0％） （ 100％）  （0％） 

（主な就職、業界等） 
・県職員 
・税理士事務所 
・民間企業 

（就職指導内容） 
・履歴書指導、面接指導 ・求人紹介 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
・公務員試験合格 
・計算実務検定  ・電卓検定 

（備考）（任意記載事項） 
 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 

4人 
 

   1人 
 

25％ 

（中途退学の主な理由） 
・進路変更 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
定期的なカウンセリング、面談の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

情報システム   200,000円 590,000円 240,000円  

建築・デザイン   200,000円 590,000円 240,000円  

Webクリエイター   200,000円 590,000円 240,000円  

ホテル・ブライダル   200,000円 590,000円 240,000円  

医療事務   200,000円 590,000円 240,000円  

診療情報管理士研究  200,000円 590,000円 340,000円  

インターナショナルビジネス  200,000円 590,000円 240,000円  

情報ビジネス 200,000円 590,000円 240,000円  

公務員 200,000円 590,000円 240,000円  

日本語 1年半課程 200,000円 240,000円 110,000円 留学生のみの学科 

日本語 2年課程 200,000円 480,000円 150,000円 留学生のみの学科 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.bit.urayama.ac.jp/bitbox#information 

 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

学校関係者委員会を構成する委員は、４名以上とし、学校の教職員以外の者で次に掲げ る

者のうちから、校長が委嘱している。  

（１）保護者  

（２）専門学校卒業生  

（３）地域住民  

（４）地元企業関係者  

（５）高等学校関係者  

（６）学校関係者  

（７）その他教育に関する有識者  

 

当校で行っている自己点検・評価に基づき、次の項目の評価を実施している。 

 基準１-A 教育理念・目的・人材育成像 

 基準２-A 学校運営 

 基準３-B 教育活動  

基準４-B 学修成果  

基準５-B 学生支援 

 基準６-B 教育環境  

基準７-A 学生募集 

 基準８-B 財務  

基準９-A 法令遵守  

基準１０-B 社会貢献・地域貢献 

  



  

前年度の自己点検・評価の課題とその対応について上記テーマにあわせて報告し、 結果に

ついて評価を受ける。また次年度への課題とその対応ついても同様に具体化 し、教育活動

その他の学校運営の改善等に活用している。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

株式会社 文苑堂書店 代表取締役

会長 

令和 5年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31日 

企業 

高岡龍谷高等学校 校長 令和 5年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31日 

高等学校 

富山情報ビジネス専門学校 同窓会

会長 

令和 5年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31日 

卒業生 

富山情報ビジネス専門学校 後援会 

会長 

令和 5年 4月 1日～ 

令和 7年 3月 31日 

PTA 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.bit.urayama.ac.jp/bitbox#information 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
http://www.bit.urayama.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.bit.urayama.ac.jp/


  

（別紙） 
 
※この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。 
 
※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10人以下の

場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が 0 人の場合には、「0 人」と

記載すること。 
 

学校名 富山情報ビジネス専門学校 

設置者名 学校法人 浦山学園 

 

 

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数 

 
 

 前半期 後半期 年間 

支援対象者（家計急変

による者を除く） 
２７人 ２５人 ２５人 

内 

訳 

第Ⅰ区分 １３人 １３人  

第Ⅱ区分 －人 －人  

第Ⅲ区分 －人 －人  

家計急変による 

支援対象者（年間） 
  ０人 

合計（年間）   ２５人 

（備考） 

 

※本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学

の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、

第３号に掲げる区分をいう。 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨

学生認定の取消しを受けた者の数 

 

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け

たことにより認定の取消しを受けた者の数 

 

年間 ０人 

 

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当し

たことにより認定の取消しを受けた者の数 
 



  

 

 

右以外の大学等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修業年限で卒業又は修了 

できないことが確定 
人 ０人 ０人 

修得単位数が標準単位数

の５割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の５割以下） 

人 ０人 ０人 

出席率が５割以下その他 

学修意欲が著しく低い状況 
人 ０人 ０人 

「警告」の区分に 

連続して該当 
人 ０人 ０人 

計 人 ０人 ０人 

（備考） 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、

当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数 

右以外の大学等 
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を

含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専

門学校（修業年限が２年以下のものに限る。） 

年間 人 前半期 ０人 後半期 ０人 

 

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数 

 
 

退学 ０人 

３月以上の停学 ０人 

年間計 ０人 

（備考） 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 



  

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給

付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数 

 

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより

認定の効力の停止を受けた者の数 
 

３月未満の停学 ０人 

訓告 ０人 

年間計 ０人 

（備考） 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学

等 

短期大学（修業年限が２年のもの

に限り、認定専攻科を含む。）、

高等専門学校（認定専攻科を含

む。）及び専門学校（修業年限が

２年以下のものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修得単位数が標準単位数

の６割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の６割以下） 

人 ０人 ０人 

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 ０人 ０人 

出席率が８割以下その他 

学修意欲が低い状況 
人 ０人 ０人 

計 人 ０人 ０人 

（備考） 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

 

 
備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 


